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日 時 平成２５年３３月３３日（日日）午前９時３０分～１１時３０分 

場 所 鰍沢中部小学校  体育館 

参加費 無料  (持ち物 室内用運動靴) 

・１分間じゃんけん  …  １人５枚のカードを持ち、勝ったら、 

              カードをもらう。最後に一番多い人が勝ち。 
 

 

・足踏み日本一    …  30秒間で足踏みがどれだけできるか。 

・１分間ドリブル   …  １分間に何回ドリブルができるか。 

・豆つまみ皿うつし  …  大豆を１分間で何個、皿に移せるか。 

・洗面器お手玉投げ  …  得点の表示がされた洗面器にお手玉が何個入るか。 
 

        

種目に挑戦

全員参加 

ＮＨＫイベントコマーシャルに出演してＰＲしました 

    中澤圭吾アナウンサーと記念撮影 

温 か い 豚 汁 も       

ありますよ！ 

来てくださ～い 

～ CHUBU - CUP チャレンジランキング大会 ～ 

 申し込みは、当日も受け付

けます。どなたでも参加で

きる種目ですので、お気軽

においでください。区長さ

んをはじめ正副組長さんも

スタッフとして活躍してく

ださいます。 

 感謝の会には、日頃お世話になっている皆様１８名をご招待し、子どもたちが感謝の気持ちをお

伝えしました。その後、放送健康委員会による給食集会“たくやくんの朝ごはん”の劇をとおして、

朝ごはんの大切さについてみんなで考えました。そして、学校給食週間にちなんで、給食を一緒に

食べながら、学校給食の歴史を振り返って、学校給食の意義や役割について話しました。 

プール水面 

2013.2.20撮影 

 講師の橘田篤男先生は、上野原小学校の校長を最後に２

００５年に退職し、その後も県内外の小学校で特別授業を

続けています。２月２２日に本校の６年生を対象に国語科

教材、詩「生きる」（谷川俊太郎作）の授業をしてくださ

いました。 

 ７０歳までに１００学級で授業をしたいと思い立ち、１

月25日に達成し、本校は117学級目だそうです。そし

て、次の目標として詩「生きる」の授業で１００校達成を

目指しています。温かい語り口に引き込まれ、2時間授業

があっという間に終わってしまいました。 
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ら
、
谷
川
俊
太
郎
は
何
を
伝
え

た
い
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
中
部
小
の
校
歌
も
七

五
七
五
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
「
生

き
る
」
の
詩
を
六
年
生
を
送
る
会
で
朗
読
し
ま
す
。

橘
田
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
生
か
し
て

発
表
し
た
い
で
す
。 

☆
橘
田
先
生
の
授
業
を
受
け
て
い
る
う
ち
に
、
四
連

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
四
連
の
最
後
の
「
い
ま
い

ま
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
読
ん
で

次
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
「
い
ま
と
い
う
も
の

は
、
過
ぎ
て
ゆ
く
も
の
だ
。
そ
の
止
め
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
い
ま
の
中
で
ぼ
く
た
ち
は
過
ご
し
て
い
る

ん
だ
な
」
と
、
は
っ
き
り
し
た
も
の
は
な
い
け
れ

ど
、
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。 

☆
「
生
き
る
」
の
詩
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
た
と

き
、
意
味
が
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
連

目
の
「
そ
れ
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
、
そ

の
中
に
も
悪
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
ら
し
さ
を
失
う
こ
と
で
す
。

七
五
七
五
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
ま
り
詩
の
意
味
を
深
く
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
け
れ
ど
今
回
の
授
業
で
「
生
き
る
」
の
詩
の

意
味
が
わ
か
り
よ
か
っ
た
で
す
。
先
生
が
お
も
し
ろ

く
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
授

業
で
し
た
。
百
校
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。 

 
 



 

 

 上の写真は、せおと第１号が発刊される前年までの４つの分校の写真です。 

 昭和３５年３月に発刊されたせおと第１号のあとがきに次のように記されていました。 

 この年には、次のような特記事項がありました。 

（台風７号）学校つくりの矢先、台風７号が本地方をもおそった。富士川は増水

して鬼島付近は大洪水となる。鹿島の橋も流れる。長知沢の山道は崩れる。そし

て、再び分校に帰す問題も出る。だが、子どもの安全を守るために万全の策をとっ

て統合新設校建設の努力を続ける。 

（富士川の渡船）雨、今日もまた川止め、船はこせない。だが一時も学習はおろ

そかにできない。鹿島の子どもは第三校舎で自習。第三校舎に行く子どもたちは、

第一に集まって学習する。６年生は職員室で教頭先生、５年生は会議室で伊藤先

生、だが、机はない。みんな床に座って腰かけでやっている。この問題はどうし

たらよいのだろうか。ここにもまた新しい悩みあり。 

 

（再び台風来る）７号台風の爪痕も消え

ない９月２６日、再び台風１５号が本地

域をおそった。至る所大被害があったが、

特に箱原地区はひどく、殆ど全戸がやら

れてしまった。学校も第二校舎は屋根瓦

が飛び、ガラス戸は壊れ、壁は落ち、その

災害は大きかった。その上、校舎が傾いて

危なくなり、やむなく教室を箱原の公会

堂に移す。４年生は２階の部屋へ、２年生

は下へとそれぞれＰＴＡの奉仕で移動す

る。 

（晴れの棟上げ式）２月１７日、ついに中

部小の新校舎建築なり。あふれる喜びの

中、棟上げとなる。鰍沢中部地域の文化セ

ンターとしての中部小、統合新設校としてのモデル校、中部小の負うところの使命とその責任は重い。我が

中部小の前途を心より祝福すると共に今日までを築いてきてくれた町の人々につきぬ感謝を込めて建設ア

ルバム「第１号」を閉じよう。 

 そして、昭和３５年７月１５日に落成式が行われました。その後、現在の校舎は昭和６０年３月２日に竣

工式が行われ、今に到っています。 

 「せおと」を繰りながら、多くの地域の方々、保護者の方々、そして何よりも子どもたちの鰍沢中部小学

校をつくろうという熱い思いを感じました。学校の沿革史からは、読み取れない多くのドラマの上に、今の

本校があることを改めて知ることができました。と同時に、せおと１号に記されていた「鰍沢中部地域の文

化センターとしての中部小、統合新設校としてのモデル校、中部小の負うところの使命とその責任」を、学

校として果たすことができたのだろうかと自問しています。 

 さて、児童のみなさん、今年１年を振り返って心に残る出来事はどんなことでしたか。１１人でがんばっ

て取り組んできた一つ一つの行事、集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうと取り組んできた

児童会活動やクラブ活動、そして、「学び舎」としての大切な毎時間の授業等の思い出が「せおと５４号」に

記されることでしょう。 

 みなさんが心を一つにして取り組んできた運動会について考えてみましょう。組立体操のフィナーレ「４

段タワー」は、鰍沢中部小学校のめざす児童像「友達を信頼し合い、協力する子ども」を表現しているモニュ

メントととらえています。一番上で静止する２年生の大輝さんは、組立体操に挑戦するのは初めてでした

が、５・６年生に混じってがんばりましたね。足はぶるぶる震えてこわかったでしょうが、５・６年生を信

頼し堂々と演技をしました。大輝さんを支える５．６年生１０人は、重さに耐えながら歯を食いしばってい

ました。１１人の成功させようという心意気に観衆は感動しました。１１人で協力することのすばらしさを

経験し、集団の一員としての自己の生き方について考える機会となったことでしょう。 

 運動会にしてもふれあい集会にしてもまた日々の教育活動においても、昭和３４年当時の学校に寄せる

地域や保護者の皆様の「４つの分校を統合して学校つくろう」という熱い思いが引き継がれ、今の本校が存

在することを再認識しました。 

 そして、今年度も創立当時のみなさんの学校に寄せる熱い思いに支えられ、終わろうとしています。校歌

にありますように、いつまでも明るい母校であり、楽しい母校であり続けられるように、全力で取り組んで

いきたいと思います。 

 文集「せおと」はすべて校長室に保管されていますので、懐かしいあの頃を訪ねてみたい方は、どうぞお

立ち寄りください。                           平成２５年２月２０日      

  

  

本年度発行の文集「せおと５４号」に次のような挨拶文を掲載しました。 

  昭和３４年４月１日、記念すべき、わが鰍沢中部小学校創立の日だ。あれから月日がめぐり、早１年にな

ります。全校１８６人が三つの校舎へ分散して、授業をしたのも、新校舎の建築が、槌音高く、力強く進ん

でいる現在、解消の日も近いでしょう。こんな時期に文集「せおと」が、明日の力を示すごとく力強く産声

をあげました。創立の頃の姿をありのまま画き出したこの文集が、号を重ねていって何年後かの後に、わた

しの、ぼくの心に何を語ってくれるでしょうか。文集は新しいときだけでなく、古い文集になってこそ、初

めて価値が出てきます。一度読むだけで、あとはホコリをかぶることがないように、大事にしてください。

年が経るほどに味わって読めるものです。                  編集者 深沢重夫 記                        

長知沢分校 
鬼島分校（第１校舎） 

箱原分校（第２校舎） 鹿島分校（第３校舎） 


